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　私たちの体の七割、血液の八割は水で構成されています。水は生きていく上でかけがえのないものです。身近な生活の中でも、飲み水や炊事、洗濯、風呂、水洗トイレなどに使用されるほか、農業、工業、水力発電など幅広い分野で使用されており、私たちの暮らしを支えています。しかし、近年では人々が出すゴミや工場から排出される汚染水が川や海などの水質を悪化させ、環境やそこに住まう動植物を破壊し、傷つけています。
　私は海の近くの中学校に通っているので、海洋汚染を身近に感じます。海は人々が捨てた生活用品など大量のゴミが浮いていて、水質や環境、生態系に対し、どれ程悪影響なのかを物語っていました。その姿を見て私は自分達のできる限りのことをして海洋汚染を少しでも防止できたらと思い関心が湧きました。中学校では「ＳＡ」というＳＤＧｓの課題にそった活動を行う授業があります。複数あるチームの中で、私は「海の豊かさを守ろう」という課題をかかげたチームに所属しています。特に海洋汚染防止について取り組んでおり、授業では海岸付近でゴミ拾いの活動をしたり、自分たちでデザインしたポイ捨て防止の看板を市役所に許可を得た上で設置したりしました。また、アカデミックフェアーのワークショップでは、プラスチックゴミなど廃材を利用したアクセサリー作りなどの体験を通じて、校内だけではなく、外部の方々にも海洋汚染や水質改善に興味を持っていただく為の活動をしています。私のチームは「ＳＤＧｓＱｕｅｓｔみらい甲子園」のファイナリストに選ばれました。テレビ番組の取材を受けることで活動の宣伝が出来ました。
　私は学校で体験できた事を通して、「環境保全エンジニア」という職業に興味を持ちました。私の将来の夢は環境保護に役立つ機器や技術を専門的に開発することです。この職業は水質・土壌の汚染具合をチェックするための調査機や浄水機器などを主に開発しています。
　この作文の初めに書いた通り、人々が出したゴミによって自然環境が破壊されつつあります。ゴミの大部分は深海に沈んでしまい、紫外線などで小さく微細化したマイクロプラスチックなどの回収は今では困難とされています。また、プラスチック繊維から生成された服などを洗濯することで、マイクロプラスチックが生じて海に流されてしまいます。このようにプラスチック製品は耐久性があり、多くの人々に使用されていますが、その分、環境に対してとても悪影響になっています。
　このまま、便利な化学製品に頼り続けるのではなく、一人一人がこの問題と向き合って自分達のできることをしていくことで、少しでも解決に近づけると思います。例えば、買い物をした時などで使用範囲が幅広いビニール袋を使われがちですが、マイバックを持参することでリスクを減らせます。また、小分け用のポリ袋の枚数を控えたり、マイ箸や植物成分で作られた物を使うのも良いと思います。ゴミの不法投棄を止め、地域のイベントなどでゴミ拾い活動に参加するのも良い体験となり、効果的だと思います。まずは個人ができる事から、活動することが大切です。最初は小さな一歩でも、実行する人々が増えれば大きな成果に結びつきます。
　ニューヨーク湾浄水プロジェクトでは、カキの殻で汚染された海の水質を改善できた例もあります。日本でも長崎県・大村湾などでカキの殻で川の水を浄化しています。この様な活動を各地で続ければ、私達の子供や孫の世代では、綺麗な川や海を見られる日がくるかもしれません。その為の小さな一歩は、今この瞬間の行動の積み重ねです。資源の再利用やゴミ拾いなど、やれる事から始めたいと思います。
